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施 設 名     岡山県津山陸上競技場 

【指定管理者の概要】 

名 称 津山市 代表者 津山市長 谷口 圭三 

所在地 岡山県津山市山北520 

【指定管理の概要】 

指定期間 令和４年４月１日～令和９年３月31日 報告期間 令和４年４月１日～令和５年３月31日 

 
管理業務 
の内容  

 

・岡山県津山陸上競技場の施設及び設備の利用等の許可に関すること。 
・岡山県津山陸上競技場の施設及び設備の維持管理に関すること。 
・岡山県津山陸上競技場条例第２条に規定する業務（陸上競技その他スポーツの普及振興
等）の実施に関すること。 

【管理体制の状況】 
 
 
 
 
 
  非常駐１名  非常駐１名   非常駐１名 

                            
 
 
 
 
 

 

 

【利用等の許可の状況】                                                            （単位：件） 

 主競技場 アイススケート場 多目的広場 合  計 

許 
可 
件 
数 

４年度 13,194 9,394 94 22,682 

３年度 10,330 9,425 67 19,822 

増減 2,864 △31 27 2,860 

【維持管理の業務の実施の状況】 

項  目 内       容 

施設利用等の許可 
業務 

・主競技場：13,194件(35,003人) ・ｱｲｽｽｹｰﾄ場：9,394件(9,977人) 
・多目的広場：94件(7,380人)  合計：22,682件（52,360人） 

施設等の維持管理 
業務 

・施設等維持修繕 ・施設等保守点検 ・芝生管理 ・樹木管理 ・清掃 
・一般廃棄物処理 ・警備 ・駐車場管理 

自主企画事業 
・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため令和４年度は実施せず 
 

【利用料金の収入及び減免の状況等】                                        （単位：円、件） 

 主競技場 ｱｲｽｽｹｰﾄ場・広場 附属設備等使用料 合  計 

収 入 額 1,627,100 2,433,380 4,890,476 8,950,956 

利用件数 13,194 9,488  22,682 

減 免 額 471,610 39,450 0 511,060 

減免理由 岡山県高等学校体育連盟主催大会等 

＜事業者＞清掃業務、警備業務、機械設備等保守点検業務、 

アイススケート場管理業務 

スポーツ課長 
地 域 振 興 

部 長 

＜陸上競技場＞ 

職員４名、会計年度任用職員１４名 
市 長 

常駐８名、非常駐１０名 
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【管理に係る収支の状況】                                 （単位：円） 
 
 
 

   
３年度      

  
備 考 

 

 
４年度 

 
対前年度増減額 

 収 入 額 Ａ 96,033,526 26,360,870 69,672,656 
４年度収入額 
その他の主なもの 
・自動販売機設置 
 収入 

  1,328,256円 
内 
 
 
訳 

指定管理料 5,000,000 0 5,000,000 

利用料金収入 8,950,956 757,183 8,193,773 

市町村負担金 80,634,079 25,684,046 54,950,033 

その他 1,448,491 △80,359 1,528,850 

 支 出 額 Ｂ 96,033,526 26,360,870 69,672,656 

内 
 
 
訳 

人件費 22,074,693 △1,839,687 23,914,380 

管理運営費 73,958,833 28,200,557 45,758,276 

事業費 0 0 0 

その他 0 0 0 

収 支 額 Ａ－Ｂ 0 0 0 

県への納入金 0 0 0 

実質的な県負担額 5,000,000 0 5,000,000 

【特記事項（管理運営業務の実施状況の点検結果）】 

点検項目 区分 特記事項（評価すべき点・改善すべき点） 

管
理 
運
営 
状
況 

①適切な施設 
管理の履行 

Ｂ  事業計画に沿った適切な管理が履行されていた。 

②法令等の遵守 
状況 

Ｂ  関係法令に基づく義務は履行されていた。 

③安全性の確保 
 

Ｂ 
 点検等を適切に実施し、不具合箇所は適切に修繕するなど、安全性を
確保した管理が履行されていた。 

④財産の適切な  
管理 

Ｂ 
 施設・設備・器具の点検修理や維持修繕は概ね適切に実施され、適切
な管理が履行されていた。 

 
導
入 
効
果 

① 利用状況 
 

Ｂ 

 スポーツイベント及び大会等の利用が増え、利用人数がコロナ禍前の
水準まで回復した。 
【許可件数】Ｒ４：22,682件←Ｒ３：19,822件 
【利用者数】Ｒ４：52,360人←Ｒ３：36,440人 

② 収支状況 Ｂ 
 スポーツイベント及び大会等の利用が増え、利用料金収入が増加し
た。 

③ サービス向上 
 

Ｂ 
 リピーターを増やすため、広報・ＰＲに努めた。また、新型コロナウ
イルス感染症対策も適切に実施されていた。自主企画事業の実施により
さらなる利用促進を期待したい。 

 
 

管理運営業務全般 
 

Ｂ 

 施設の定期的な点検等を基に、設備・器具等の修繕が概ね適切に実施
され、新型コロナウイルス感染症対策として消毒液設置や定期的な換気
を実施するなど、利用者が安心して利用するための取組が適切に実施さ
れている。協定書、事業計画書、収支計画書に基づき、適切に管理運営
業務が実施されている。自主企画事業の実施によりさらなる利用促進を
期待したい。 

  ※「区分」欄は、点検結果の区分。区分の内容は次のとおり 
  Ａ：予定していた業務水準を上回った。        Ｂ：予定していた業務水準を概ね実施した。 
  Ｃ：予定していた業務水準の一部が実施できなかった。 Ｄ：予定していた業務水準を下回った。 


